
（参考様式）

教科書

単位数

学
習
目
標

学
習
方
法

a

b

c

d

a b c d
○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

三角比の拡
張

○ ○

正弦定理 ○ ○

余弦定理 ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

データの整理 ○ ○

データの代表
値

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○
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観察
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レポート
確認テスト
観察
定期テスト

２
学
期

3
学
期

三角形の面積

ａ．三角比の意味や基本的な性質について理解し、
三角比を用いた計量の考えの有用性を認識し、活
用しようとしている。
ｂ．三角比の意味と相互関係について理解し、三角
比を用いた計量について種々の事象に対し活用で
きる。
ｃ．正弦定理や余弦定理について正しく理解し、そ
れらを用いて種々の事象に対し三角形の辺の長さ
やかくの大きさを求めることが出来る。
ｄ．三角比について基本的な事項を理解し、必要な
知識を身につけている。

関数とグラフ

２次関数のグラフ

２次関数の最大・最小

２次関数の決定

１
学
期

絶対値を含む方程式・不等式

１次不等式

2次関数とグラフ

２次関数の値の変化

10 実数

図形と測量

三角比

三角形への応用

２次方程式

２次関数のグラフとx軸の位置関係

２次不等式

データの分析

ａ．２次関数とそのグラフについて理解し、２次関数
を用いて数量の関係や変化を表現することの有用
性を理解し、活用しようとしている。
ｂ．関数の値の変化から２次関数で表される関係を
見出すことが出来る、また、２次関数のグラフを通し
て、関数の値の変化を考察出来ている。
ｃ．事象から２次関数で表される関係を見出し、表現
することが出来るか、また、２次方程式・２次不等式
を解く上で２次関数のグラフを用いるこの有用性を
認識し、処理することが出来る。
ｄ．２次関数について基本的な事項を理解し、必要
な知識を身につけている。

ａ．統計の基本的な考えを理解するとともに、それを
用いてデータを整理し分析しようとしている。
ｂ．四分位範囲、分散及び標準偏差などの意味に
ついて理解し、それらを用いてデータの傾向を正し
く把握できる。
ｃ．散布図や相関係数の意味を理解し、それらを用
いて２つのデータの相関を正しく理解し、処理するこ
とができる。
ｄ．データの分析について基本的な事項を理解し、
必要な知識を身につけている。

データの分析

三角比

三角比の相互関係

正弦定理と余弦定理の応用

データの散らばりと四分位数

分散と標準偏差

データの相関

命題と条件

命題と証明

集合と
命題

評価方法

整式の乗法

数と式

集合と命題

5

5

単元（題材）の評価規準
学
期

時数

ａ．数と式について正しく認識し活用しようといてい
る。
ｂ．数と式について基本的な考え方を身につけ、
種々の問題に対して論理的に考え考察できる。
ｃ．数と式について種々の問題に対し正しく考察し、
表現処理する能力を身につけ、解決することが出来
る。
ｄ．数と式について基本的な事項を理解し、必要な
知識を身につけている。

整式の加法と減法

1次不等式

単元（題材）

根号を含む式の計算

評価の観点

集合

令和3年度　生田高等学校 年間指導計画

数研出版　「改訂版　高等学校 数学Ⅰ」

　　　　「４プロセス　数学Ⅰ」副教材3

数と式，図形と計量，二次関数，データの分析について基本的な事項を理解し，必要な知識を身につけている。知識・理解

学
習
評
価

関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

15 式の計算

数学・数学Ⅰ

数と式，２次関数，図形と計量，データの分析について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する
能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

科目の評価の観点の趣旨評価の観点

学習内容

各事象について正しく考察し、表現処理する能力を身につけ、問題を解決することが出来る。数学的な技能

数と式，図形と計量，二次関数，データの分析について、数学のよさを認識するとともに，それらを活用しようとする。

15

15

因数分解

1

教室における一斉指導を行う。学習項目の説明・解説・例題等について黒板を用いて説明し、その後類題を演習させる。演習時には机
間巡視による個別指導を行う。また、確認テストやレポート、家庭学習課題等を活用する。さらに、主体的・協働的な学習やICTの利活用
を通じ、内容の理解を深める。

数学的な見方や考え方を身につけ，各事象について論理的に考え，考察することが出来る。

２次関数

教科・科目

内容のまとまり

学年

15

10

合計時数(５０分授業)

2次方程式と２次不等式

命題とその逆・対偶・裏

レポート
確認テスト
観察
定期テスト

不等式の性質

実数

レポート
確認テスト
観察
定期テスト

15


